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２ 人口推移 

（１）市域全体の人口及び年齢区分別人口の推移 

国勢調査に基づく本市（旧高柳町・西山町を含む）の人口の推移は、昭和 55年に 95,892

人でしたが、平成 2年には 99,265人と 10年間で 3,373人増加（3.5％）しました。その後

も増加し、平成 7年には 101,427人と 10万人を超えましたが、これをピークに減少に転じ、

平成 22年には 91,451人と 15年間で 9,976 人減少（▲9.8%）しており、その後も減少傾向

が続いています。 

また、年齢区分別の人口構成割合をみると、年少人口（0～14 歳）は、平成 12 年に人口

の 14.6％を占めていましたが、平成 22 年には 12.1％に減少しています。老年人口（65 歳

以上）は、平成 12年に人口の 23.1％を占めていましたが、平成 22年には 27.2％に増加し

ています。 

更に、国立社会保障・人口問題研究所が平成 25年 3 月に公表した試算によると、平成 52

年の人口は 65,718 人、人口構成割合では年少人口は 8.9％、老年人口は 40.2％になると推

計されています。 

全国的に人口が減少し、少子高齢化が進んでいますが、本市においても同様であることを

示しています。 
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※実績値は１０月１日現在の国勢調査人口 
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年齢区分別人口の年齢区分別人口の年齢区分別人口の年齢区分別人口の構成割合構成割合構成割合構成割合    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実績値は各年の９月末日現在の住民基本台帳に基づく人口ですが、集計できない数値があるた

め公表値とは必ずしも一致しません。 

※推計値は、平成 25 年 3月に国立社会保障・人口問題研究所が試算した値です。 

※平成 12 年の数値は、旧高柳町・西山町の人口を含んでいます。 

※年齢区分別人口は、３つに区分されます。年少人口は 0～14 歳、生産年齢人口は 15～64 歳、

老年人口は 65 歳以上となります。 
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22,307 22,866 23,153 23,540 23,743 23,844 24,087 24,505 24,560 24,724 24,679 24,816 25,341 26,805 27,865 27,890 27,530 26,791 26,413

15～64歳

60,287 59,565 58,978 58,448 58,090 57,785 57,516 56,978 56,277 55,294 55,017 54,251 53,447 50,955 47,055 43,741 40,524 37,319 33,432

0～14歳

14,072 13,641 13,280 13,052 12,733 12,551 12,289 12,013 11,758 11,190 10,961 10,764 10,473 9,870 8,726 7,730 6,886 6,305 5,873

総人口
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65歳以上

23.1% 23.8% 24.3% 24.8% 25.1% 25.3% 25.7% 26.2% 26.5% 27.1% 27.2% 27.6% 28.4% 30.6% 33.3% 35.1% 36.7% 38.0% 40.2%

15～64歳

62.4% 62.0% 61.8% 61.5% 61.4% 61.4% 61.3% 60.9% 60.8% 60.6% 60.7% 60.4% 59.9% 58.1% 56.3% 55.1% 54.1% 53.0% 50.9%
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65歳以上 22,307 23,844 24,679 26,805 27,865 27,890 27,530 26,791 26,413

15～64歳 60,287 57,785 55,017 50,955 47,055 43,741 40,524 37,319 33,432

0～14歳 14,072 12,551 10,961 9,870 8,726 7,730 6,886 6,305 5,873

65歳以上 23.1% 25.3% 27.2% 30.6% 33.3% 35.1% 36.7% 38.0% 40.2%

15～64歳 62.4% 61.4% 60.7% 58.1% 56.3% 55.1% 54.1% 53.0% 50.9%

0～14歳 14.6% 13.3% 12.1% 11.3% 10.4% 9.7% 9.2% 9.0% 8.9%

平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年にににに改築改築改築改築したしたしたした枇杷島小学校枇杷島小学校枇杷島小学校枇杷島小学校 
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（２）地区別年齢区分別人口 

平成 25年 3 月末日現在の人口を地域区分として中学校区別にみると、最も多いのが鏡が

沖中学校区（11,842 人）で、次いで第三中学校区（11,709 人）、東中学校区（11,450 人）、

第二中学校区（10,382人）が続きます。また、最も少ないのは高柳中学校区（1,706 人）で、

第五中学校区(3,013人)、北条中学校区(3,166 人)が続きます。 

年少人口の割合が高い地区は、第二中学校区(14.3%)、鏡が沖中学校区(14.2%)です。一方、

老年人口の割合が高い地区は、高柳中学校区(52.2%)、第五中学校区(41.1%)です。 

    

地区別年齢区分別人口地区別年齢区分別人口地区別年齢区分別人口地区別年齢区分別人口    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人口は、平成 25 年 3 月末日現在の住民基本台帳に基づく人口ですが、集計できない数値がある

ため公表値とは必ずしも一致していません。 

地区別年齢区分別人口構成割合地区別年齢区分別人口構成割合地区別年齢区分別人口構成割合地区別年齢区分別人口構成割合    
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� 年少人口が減少し、老年人口比率が増

加しています。 

 

� 生産年齢人口比率が減少しています。 

    

� 年少人口が減少し、老年人口比率が増

加しています。 

 

 

� 老年人口が増加しています。 

    

 

� 各年代とも横ばいとなっています。 

    

� 生産年齢人口比率が減少し、老年人口

比率が増加しています。    

各地区各地区各地区各地区のののの年齢区分別人口年齢区分別人口年齢区分別人口年齢区分別人口・・・・構成割合構成割合構成割合構成割合のののの推移推移推移推移 
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� 年少人口が減少し、老年人口比率が増

加しています。 

 

� 年少人口が減少し、老年人口が増加し

ています。 

 

� 年少人口・生産年齢人口が減少し、老

年人口比率が増加しています。 

 

� 年少人口・生産年齢人口が減少してい

ます。 

 

� 年少人口・生産年齢人口が減少し、老

年人口比率が増加しています。    

 

� 各年代とも横ばいとなっています。 
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地区別の年齢区分別人口の増減率の関係地区別の年齢区分別人口の増減率の関係地区別の年齢区分別人口の増減率の関係地区別の年齢区分別人口の増減率の関係    

 

 

年齢区分別人口を平成 21年と平成 24 年で比較した場合、市の平均では、年少人口が 6.4％

減少し、老年人口は 2.5%増加しています。地区別にみると、年少人口が増加しているのは第

二中学校区（＋3.3%）のみで、その他の地区は高柳中学校区（▲32.2%）、第五中学校区（▲19.9%）

など全て減少しています。老年人口は、第五中学校区、北条中学校区、西山中学校区、高柳中

学校区、を除く８地区で増加しています。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年にににに改築改築改築改築したしたしたした北鯖石保育園北鯖石保育園北鯖石保育園北鯖石保育園 


